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Abstract

　　　This　paper　investigates　the　correlation　between　achievements　in　lower　grade　students　a皿d　upper　grade

stUdents　of　the　Department　of　Computer　Science　and　Electronic　Engineering　in　the　TokUyama　College　of　Teclnology．

As　a　result　of　the　research，　the　strong　correlation　between　grade　point　averages（GPA）血each　grade　is　fbund．　For

instance，　lower　grade　students　wi血low　GPAs　tend　to　end　up　keeping　them　even　when　they　become　upper　grade

stUdents．　Another　fi　ld血g　is　that　fヒeshmen’s　grades　are　getting　lower　and　lower　every　year．　Therefore，　a　new

educational　plan　to　solve　these　problems　fbr　lower　grade　stUdents　with　insufficient　achievements　is　necessary　to　be

considered．
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1．まえがき

　大学等の高等教育機関を取りまく環境は，少子化の

影響，全入時代を目の前に入学者の学力の低下，多様

な学生への対応，卒業後に社会で求められる能力の変

化など厳しくなってきている．工学系の高等教育機関

として位置づけられてきた高等専門学校においても，

時代の変容に見合った自己改革が求められている．徳

山高専（以下，本校とする）でも，学習シートを始め

とする学習効果を高めるための方策や日本技術者認定

機構（JABEE）から認定を受けるなど，質の保証の取り組

みがなされている．

　一方，文部科学省では，シラバスの作成とその基準

に基づいた客観的な評価，およびGPA（Grade　Point

Average）制度によるきめ細かな履修指導により，学生

の学習意欲を喚起する取り組みを推奨している．この

ため，GPA制度を採用する大学が増えており，種々の報

告がなされている1）－6）．また，高専学生の成績動向の

調査にGPAを用い，詳細な報告がなされている7）．

　本報告では，欧米では一般的に用いられている成績

評価方法で，日本の大学にも取り入れられつつあるGPA

制度に着目し，情報電子工学科学生の入学時から卒業

時までのGPAの成績動向を把握することで，新たな学

生指導資料としての活用法を検討する．

2．GPA制度の概要

　GPA制度は，欧米の大学では一般的であり，学生の

学力を測る公平な成績指標であると考えられている．

一般的には，GPA制度の評点（GP：Grade　Point）を以下

の5段階に区分する8）．
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　　・優i（90点～100点）をGP＝　4

　　●良（80点～90点）をGP＝3

　　・可（70点～80点）をGP＝2

　　・準可（60点～70点）をGP＝1

　　・不可（59点以下）をGP＝O

GPAは，以下の式により計算される．

GPA＝Σ（科目で得たGP×科目の単位魏／Σ（履修

登録した単位数）

よって，GPAは学生個人の学習成果の指漂と考えられ

る．しかし，GPA制度にもいくつかの間題転が指摘され

ており5）・6），過度の信頼は危険である．

その他，本報告では触れないが，教員が学生に対して

行った講義の成果（教育活動の成果）を平均的に知る

ことのできるGPC（Grade　Point　Class　Average）を取

り入れる日本の大学も増えてきている2）．

3．解析対象とする学生

　近年，情報電子工学科教員間で低学年時の学力につ

いて話題になることが増えた．そこで，本報告では，2000

年度から2006年度に情報電子工学科に入学した学生，

および2000年度から2002年度に入学し本科を卒業し

た学生を対象に解析を行った．なお，2007年度から本

校の成績評価基準（優，良，可，不可）の評点区分が

見直されたため，2∞7年度以降の成績は同一のデータ

として取り扱うことが困難と考え，本報告では解析対

象としていない．解析デLタとしては若干古いと思わ

れるが，5年間の高専入学以後の学生の成績動向を把握

することで，学生指導の参考資料になればと考え，調

査を行った．学生個々の成績のGPAへの変換は，当時

は50点までが可とした本校の成績評価基準とは異なる

が，前述した一般的に用いられている0～4までの5

段階とした．優の上に秀を加える場合6）や，評点を変

える場合5＞などの特殊な工夫がなされている場合があ

り，GPAで比較する際には注意が必要である．

　本報告では，GPA以外に相関係数（相関値）rを用い

る．（X1，Yl　），（X，，y、）…（Xn，Yn）の2変蜘一タに対

し，以下の式で示される9）．

r＝

Σ（Xi一元）（Yi一ア）

摺1

Σ（x．－xl）2Σ（y，－y）2

i＝1　　　　　　　　　i＝1

4．学年間の6PAと相関関係
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ただし，庶，yは変量X，yの平均値を表す．
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表1学年間の相関値

2㎜年度 2001年度 2002年度

1年一2年時 0．88 α89 0．82

2年一3年時 091 0．87 α9

3年一4年時 0．84 0．9 0．94

4年一5年時 α88 α87 092

1年一5年時 0．61 0．66 0．78

　図1から図5に各学年間での相関関係を示す．また，

学生成績データから相関値を計算し表一1にまとめた．

ここでは，入学時より所定の5年間で卒業した学生成

績データを用いた．他高専においても同様の傾向の報

告7）がされているが，図1から図5，および表1から，

1年から3年の間では（MAにばらつきが見られるが，全

体的な傾向としてはいずれの学年間でも相関が高い．

また，入学年度によるばらつきはあるものの，本科高

学年時の学業成績は，低学年時の成績と相関が高いこ

とがわかる．

　図5において，2001年度入学，2002年度入学の学生

には急激に成績が向上した学生が数名見受けられるが，

低学年時に成績の振るわない学生が，高学年で急激に

成績が良いほうへ変化することはまれである．また，

1年次GPAが1．0以下の学生は，いずれの年度におい

ても5年間で修了できていない．

　以上のことから，低学年時の成績で，次年度以降の

学力不足がある程度予測され，学生が卒業時に求めら

れる学力をつけるには，低学年時により教育的な配慮

が必要であると考えられる．

5．入学年度によるGPAの違い

昇しているが，全体的には1年終了時の（MAは減少傾

向にあることが明確に表れている。一方，比較のため

クラスの平均値もグラフ内に示したが，このグラフで

は2004年度以降は減少傾向が見られるものの2001年

度から2003年度にかけては，逆に上昇傾向にある．（PA

は，科目の重み（単位数）を考慮していることや評点

区間が広く取られていることにより，平均値とは逆の

傾向が見られたと考えられる．

　5年時の平均GPAは，2000年度入学学生の場合2．78，

2001年度入学学生の場合2．76，2002年度入学の場合

2．53となっており，1年次と比較して卒業時にはGPA

が上昇していると言えるが，ここでも減少傾向である．

　図6から1年嘲彦了時の成績は低下傾向にあること

が示され，ここでも低学年での教育的配慮が，近年よ

り重要になってきていると考えられる．また，GPAを

利用することでより明確に学生の動向を知ることがで

き，学生指導資料の一つとして利用できることが示さ

れた．
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ここでは2000年度から2006年度入学した1年修了時

および2000年度から2002年度に入学し5年修了時の

GPAを比較した結果を図6に示す．

　1年修了時GPAは2004年度入学学生が一端大きく上

図6　入学年別の平均即A比較

6．留年または進路変更学生の低学年次におけるGPA

6．1　3学年以降の方向転換学生について

　2000年度に入学した学生の内3学年以降で方向転換

した学生数は4名，2001年度に入学した学生の内3学

年以降で方向転襖した学生数は4名，2002年度に入学

した学生の内3学年以降で方向転換した学生数は1名

の計9名について検討を行う．9名の内訳は，4学年

時2名，3学年修了時7名が方向転換をしている．

　表2に全科目の平均GPAと一般科目と専門科目別の

平均GPAを示す．2000年度と2001年度に入学した学生

の全科目の平均GPAは，本校を卒業した他の学生の下

位1／3程度であるが卒業に苦労する成績とは考えら

れない，また，退学学年（3学年時）まで，ほぼ同レ
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ベルを保っている．これらの年は，本校を卒業できる

能力のある学生が方向転換していることとなる．一方，

2002年度入学の学生は，低い成績のまま3年まで進級

している．ここでも1年時の成績がその後の学年成績

を決めていると考えられる．

　次に一般科目と専門科目のGPAを比較ずると，2001

年度入学の学生のGPAは，専門科目のGPAは3学年時

に大きく低下している．一般科目のGPAの低下はあま

りなく，専門科目の成績低下が方向転換の1要因とも

考えられる．2000年度入学の学生は，一般科目，専門

科目ともに大きな変動はなく，2003年度入学の学生は，

一般科目のGPAに大きな変動が見受けられるなど，一・

概に専門科目の成績低下が方向転換の原因とも言いが

たい．一般科目には数理系課目と人文系科目があり，

これらの関連も含めGPA変化の解析が，今後必要と思

われる．

表2方向転換学年の平均GPA

　GPA

入学

年度

全平均

GPA
1年時

（3年時）

一般科目

　GPA
1年時

（3年時）

専門科目

　GPA
1年時

（3年時う

2000年度
　2，1
（1．99）

2．11

（209）

2．08

（1．97）

2001年度
1．87

（1．66）

1．98

（1．74）

　1．5
（1．03）

2002年度
0．59

（α49）

0．93

（0．44）

0．67

（0．53）

6．2　留年し卒業した学生について

　5学年までの途中で留年後，卒業した学生（2000年：

3名，2001年：0名，2002年：1名）を対称に検討を

行う．1名の学生は1年時にはGPAが2．06と高レ値と

なっているが，学年が進むにつれGPAが徐々に低下し，

進路に悩み一旦休学した後に復学し卒業している．他

の3名は4年時まで留年した学年，進級した学年とも

にGPAは1．0以下である．特別な場合はあるものの，

一般に留年した学生の低学年時の成績はGPAが低く，

1学年時の成績不振をそのまま引きずっていると考え

られる．

7．まとめ

情報電子工学科に2000年度から2006年度に入学し

た学生を対象に，種々の調査を行った．以下に結果を

まとめる．

　1）学年間での相関値が高い．

　2）1年時にGPAが1．0以下の低い学生は，留年する

か方向転…換をしている．ただし，評点区分の見直（2007

年度）により，GPA（1．0以下）を現学生に適用できない．

　3）1年時と5年時のGPAを比較すると，5年間に著

しく成績が上昇する例は，あまりみられない，

4）1年時修了時点でのGPAを年脇IJに比較すると，

2004年度に入学した学生には特異な傾向が見られるが，

全体的には年々GPAに減少傾向がある事が示された．

　5）GPAの利用により，学生の動向が明確となった．

　以上のことから，他高専と同様7）本校においても，

1年時の成績がその後の学力不振に影響を与えている

ことがわかり，低学年（特に1年時）における教育的

な配慮が必要であると考えられる．例えば，低学年時

の実験や演習を通して，より本校に興味をもたせる工

夫などが必要と考える．

　一方，GPAが高いが1年時で方向転換した学生やGPA

が低く方向転換した学生も見受けられる．高専という

工学系学校への適応等を含む難しい問題であるが，中

学校への詳細な説明会の実施や入学後の学生への対応

も今後の課題である．

辮
本報告を執筆するに当たり，各年度の修了認定会議

資料の提供や助言をいただいた1青報電子工学科池田信

彦教授および山田健仁教授に調億を表します．
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